
Ｇ
3
0
の
取
組

④
地
域
と
協
働
で
取
り
組
む
G
3
0
　
磯
子
区
編

１
－
は
じ
め
に

　
磯
子
区
が
、
平
成
1
6
年
1
0
月
か

ら
分
別
拡
大
の
６
区
先
行
実
施
の

対
象
と
な
り
、
磯
子
事
務
所
で
は
、

次
の
３
本
を
柱
に
据
え
「
磯
子
G
3
0

プ
ラ
ン
」
事
業
を
進
め
て
来
た
。
す

な
わ
ち
、

・
職
員
に
よ
る
G
3
0
の
取
組

・
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

　
た
「
事
務
所
G
3
0
定
例
啓
発
会

２
－
職
員
に
よ
る
G
3
0
の
取
組

　
分
別
拡
大
先
行
実
施
当
初
は
、

分
別
に
関
す
る
職
員
の
知
識
は
総

体
的
に
乏
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
当

事
務
所
で
は
、
毎
日
、
朝
礼
時
に
分

別
１
分
講
座
を
開
催
し
、
区
民
か

ら
の
苦
情
や
問
合
せ
を
紹
介
す
る

方
法
で
知
識
向
上
を
図
っ
て
い
っ

た
。

　
例
え
ば
、
「
分
別
し
て
出
し
だ
の

に
な
ぜ
収
集
し
な
い
の
か
」
、
「
取

り
残
し
た
ら
、
袋
に
な
ぜ
理
由

シ
ー
ル
を
貼
ら
な
い
の
か
」
、
「
取

り
残
し
を
す
る
な
ら
ネ
ッ
ト
の
中

に
ご
み
を
入
れ
ろ
」
等
々
。

　
こ
う
し
た
な
か
で
職
員
の
取
組

も
少
し
ず
つ
進
化
し
、
今
は
、
毎
月

開
催
す
る
「
G
3
0
定
例
啓
発
会
議
」

を
中
心
に
次
の
取
組
を
進
め
て
い

る
。

①
G
3
0
定
例
啓
発
会
議
の
設
置

　
区
レ
ベ
ル
で
の
実
施
に
先
立
ち
、

平
成
1
5
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
分
別

拡
大
モ
デ
ル
事
業
と
並
行
し
て
啓

発
担
当
職
員
と
連
日
打
合
せ
を
行

い
啓
発
活
動
を
展
開
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
市
民
に
接
し
、
説
明

す
る
機
会
が
増
加
し
、
事
務
所
内

で
の
情
報
交
換
を
行
う
必
要
性
が

生
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
平
成
1
6

年
５
月
、
所
長
以
下
1
5
名
で
構
成

す
る
「
事
務
所
G
3
0
定
例
啓
発
会

議
」
を
設
置
し
、
以
来
、
毎
月
末
に

開
催
し
て
い
る
（
写
真
１
）
。

　
ま
た
、
平
成
1
7
年
秋
か
ら
区
民

ニ
ー
ズ
を
よ
り
的
確
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
区
民
へ
の
窓
口
で
あ
る

区
役
所
資
源
化
推
進
担
当
係
長
を

メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
お
り
、
回
を

重
ね
る
ご
と
に
区
民
に
わ
か
り
や

す
い
啓
発
の
良
い
ア
イ
デ
ア
が
出

て
い
る
。

②
日
常
の
取
組

　
ア
　
朝
礼
時
の
分
別
１
分
講
座

　
「
こ
れ
は
何
に
分
別
す
る
の
？
」

と
１
分
講
座
を
開
催
し
、
分
別
知

識
と
収
集
作
業
の
共
有
化
を
図
っ

て
い
る
（
写
真
２
）
。

　
イ
　
収
集
作
業
時
の
啓
発
活
動

　
　
（
取
り
残
し
や
啓
発
シ
ー
ル
の

　
　
貼
付
）

　
朝
の
技
術
員
控
室
は
、
朝
礼
ま

で
の
時
間
を
利
用
し
て
作
業
の
効

率
化
を
図
ろ
う
と
、
そ
の
日
に
使

用
す
る
磯
子
事
務
所
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
啓
発
シ
ー
ル
（
図
１
）
に
ガ
ム

テ
ー
プ
を
張
り
、
そ
れ
を
何
枚
も

重
ね
て
い
る
職
員
が
目
立
つ
。

　
全
市
共
通
の
赤
色
シ
ー
ル
（
当

時
）
の
他
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
導
入
し

た
理
由
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
赤
色
の
取
り
残
し
シ
ー
ル
は
刺

　
激
が
強
過
ぎ
る
の
か
区
民
の
強

　
烈
な
反
発
が
多
数
あ
っ
た
。
こ

　
の
反
発
を
緩
和
し
、
分
別
に
協

　
力
し
て
貰
う
必
要
が
あ
っ
た
。

・
共
通
シ
ー
ル
の
場
合
は
、
取
り

　
残
し
理
由
等
の
記
載
と
い
う
別

　
作
業
に
伴
う
時
間
的
ロ
ス
が
生

　
じ
た
。
こ
れ
を
解
決
す
る
必
要

　
が
あ
っ
た
。

・
取
り
残
し
理
由
を
分
り
や
す
く

　
明
示
し
た
か
っ
た
。

　
ウ
　
ご
み
出
し
が
悪
い
集
積
場

　
　
所
の
報
告

　
「
Ｏ
Ｏ
の
集
積
場
所
は
ご
み
出
し

が
悪
い
の
で
一
度
啓
発
を
し
た
ほ

う
が
良
い
」
等
、
職
員
が
収
集
中
に

気
が
つ
い
た
こ
と
を
事
務
所
に
報

告
し
、
事
務
所
は
改
善
策
を
検
討
、

実
施
し
て
い
る
。

３
－
地
域
と
連
携
し
た
啓
発
活
動

①
ご
み
出
し
が
悪
い
集
積
場
所
の

　
改
善
・
指
導

　
体
験
収
集
か
ら
、
ご
み
出
し
の

実
態
を
考
え
る
と
収
集
事
務
所
全

職
員
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ
て
も
、

区
内
に
3
0
0
0
か
所
あ
る
集
積

場
所
を
全
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
こ
と
が
分
か
づ
だ
。

　
一
方
、
多
く
の
環
境
事
業
推
進

委
員
か
ら
、
「
名
前
だ
け
で
良
い
か

ら
推
進
委
員
に
な
っ
て
欲
し
い
と

町
内
会
か
ら
言
わ
れ
て
な
っ
た
」
と

か
「
委
員
に
な
っ
だ
け
れ
ど
何
を
し

た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
の

声
が
、
地
域
に
出
掛
け
る
た
び
に

寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
G
3
0
を

持
続
さ
せ
る
に
は
、
「
行
政
、
地
域

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
応
じ
て
行

動
す
る
と
と
も
に
密
接
な
連
携
、

協
働
が
欠
か
せ
な
い
」
と
の
視
点
に

立
っ
て
、
新
し
い
取
組
を
1
7
年
夏

か
ら
始
め
た
。

　
そ
れ
は
、

・
環
境
事
業
推
進
委
員
に
よ
る
全

　
ご
み
集
積
場
所
の
排
出
状
況
調
査
。

執
筆仲

川
　
高
照

写真１　事務所G 30定例啓発会議写真２　朝礼時の分別１分講座
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議
」

・
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域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動

で
あ
る
。



オリジナル貼付シール（通常は６枚で活用）図１

・
排
出
状
況
が
悪
い
集
積
場
所
の

　
報
告
（
各
委
員
２
～
３
か
所
）
。

・
集
積
場
所
利
用
世
帯
に
対
す
る
、

　
推
進
委
員
、
町
内
会
に
よ
る
啓

　
発
チ
ラ
シ
（
図
２
）
の
全
戸
配
布

　
（
チ
ラ
シ
は
、
地
域
と
事
務
所
で

　
共
同
作
成
、
印
刷
は
事
務
所
）
。

・
「
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
」
、
「
不
法
投

　
棄
防
止
看
板
」
の
設
置
（
自
発
的
）
。

・
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
所
の
分

　
別
説
明
会
の
開
催
（
企
画
、
運
営

　
は
地
域
）

・
不
適
正
排
出
者
の
個
別
指
導
。

を
一
連
の
流
れ
で
行
う
と
い
う
も

　
の
で
あ
る
（
図
３
）
。

　
こ
れ
を
７
月
の
区
環
境
事
業
推

進
委
員
連
絡
協
議
会
（
以
下
「
区
推

進
委
員
協
議
会
」
）
に
諮
り
、
９
月

に
全
推
進
委
員
に
よ
る
ご
み
集
積

場
所
の
排
出
状
況
調
査
を
実
施
し

た
。

　
そ
の
調
査
結
果
を
基
に
、
特
に

ご
み
出
し
の
悪
い
集
積
場
所
（
3
7
か

所
）
の
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
1
8

年
５
月
か
ら
地
域
と
連
携
し
て
一

連
の
取
組
を
進
め
て
来
た
。

　
平
成
1
9
年
度
は
、
一
連
の
流
れ

の
定
着
化
等
を
図
る
た
め
、
６
月

図２　啓発職員の携行用チラシ

か
ら
全
集
積
場
所
の
排
出
状
況
調

査
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
ご
み

出
し
の
早
朝
啓
発
を
当
該
集
積
場

所
の
町
内
会
長
の
立
ち
会
い
の
下
、

推
進
委
員
と
協
働
し
て
連
続
各
２

回
実
施
し
た
。

②
早
朝
啓
発

　
早
朝
啓
発
は
、
区
推
進
委
員
協

議
会
や
町
内
会
に
啓
発
協
力
を
呼

び
掛
け
、
各
地
区
推
進
委
員
（
町
内

役
員
な
ど
）
と
事
務
所
職
員
（
啓
発

担
当
職
員
）
と
が
連
携
し
て
実
施
し

た
。
町
内
会
長
に
早
朝
啓
発
に
立

図３　磯子事務所啓発フロー
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ち
会
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
G

3
0
に
一
層
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
と
、
推
進
委
員
が
地
域
で

活
動
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た
め

で
あ
る
。

　
分
別
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
声

に
は
、
実
際
に
一
緒
に
分
別
し
た

り
、
町
内
会
と
相
談
し
て
分
別
説

明
会
を
開
い
た
り
、
集
積
場
所
の

周
辺
地
域
に
分
別
協
力
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
、
地
域
と
一
緒
に

行
動
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
築

け
た
。
こ
れ
は
大
き
な
成
果
だ
と

思
う
。

③
集
積
場
所
の
改
善

　
啓
発
活
動
が
功
を
奏
し
な
い
集

積
場
所
の
う
ち
、
分
別
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
等
集
積
場
所
自
体
を
改
善

し
た
り
、
集
積
場
所
を
変
更
し
た

方
が
効
果
を
期
待
で
き
る
場
所
は
、

早
朝
啓
発
等
の
機
会
を
捉
え
地
域

に
検
討
を
投
げ
掛
け
、
一
緒
に
考

え
、
行
動
し
、
改
善
を
図
っ
た
。

④
啓
発
用
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
「
守
ろ
う
地
球
。

　
”
い
そ
ご
う
３
Ｒ
’
－
環
境
行
動

　
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
し
て
」

　
「
推
進
委
員
活
動
の
活
性
化
を
図

る
た
め
推
進
委
員
の
研
修
を
充
実

し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
」
と
の
声

が
区
推
進
委
員
協
議
会
で
上
が
っ

た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
磯
子
区
G
3
0
応

援
隊
を
始
め
区
民
に
も
活
用
可
能

な
磯
子
区
の
ご
み
量
・
収
集
方
法
、

分
別
理
由
、
地
球
温
暖
化
、
３
Ｒ
等

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
作
成
し
た
。

　
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
協
働
作

成
を
意
識
し
た
。
推
進
委
員
、
G

3
0
応
援
隊
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

平
成
1
8
年
1
0
月
か
ら
毎
月
検
討
を

重
ね
平
成
1
9
年
４
月
に
完
成
さ
せ

た
。
平
成
1
9
年
度
は
推
進
委
員
委

嘱
時
と
全
1
0
地
区
の
最
初
の
地
区

懇
談
会
で
研
修
し
た
。

　
研
修
は
、
広
が
り
を
持
て
る
よ

う
工
夫
し
た
。
新
任
研
修
（
磯
子
事

務
所
が
実
施
）
、
推
進
委
員
が
講
師

と
な
っ
て
自
分
の
地
区
内
で
全
推

進
委
員
を
対
象
に
行
う
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
研
修
（
地
区
連
絡
協
議
会
が

実
施
）
、
そ
の
講
師
を
養
成
す
る
養

成
研
修
（
磯
子
事
務
所
が
実
施
）
の

３
部
制
に
し
、
あ
わ
せ
て
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
一
部
を
抜
粋
す
る
こ

と
に
よ
り
、
区
民
啓
発
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
職
員
が
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
「
ミ
ー
オ
と
も
つ

た
い
な
い
お
ば
け
」
を
作
成
し
た
。

区
の
こ
ど
も
環
境
教
室
で
活
躍
し

て
お
り
、
幼
児
に
好
評
で
あ
る
。

⑤
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト

　
区
民
の
強
い
要
望
に
応
え
、
区

が
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
国

道
1
6
号
線
沿
い
の
１
０
８
か
所
の

集
積
場
所
の
区
民
に
貸
与
し
、
設

置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
に
荒
ら
さ
れ
に
く
く
、

か
つ
ご
み
を
出
し
や
す
く
、
収
集

が
容
易
な
三
位
一
体
の
カ
プ
サ
イ

シ
ン
入
り
ネ
ッ
ト
を
区
、
事
務
所
、

事
業
者
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開

発
し
た
。
効
果
大
と
大
変
好
評
で

あ
る
。

３
－
お
わ
り
に

　
地
域
と
一
緒
に
啓
発
活
動
に
取

り
組
む
中
で
、
今
後
の
取
組
の
参

考
と
な
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

・
啓
発
協
力
者
は
お
年
寄
り
が
多

　
い
。

・
子
供
達
の
親
の
世
代
に
当
た
る

　
人
達
を
殆
ど
見
か
け
な
い
。

・
地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
に
は

　
お
年
寄
り
か
ら
若
い
人
た
ち
ま

　
で
多
世
代
が
参
加
し
て
い
る
。

と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
発
見
に
加
え
、
磯
子

事
務
所
職
員
は
、
以
下
の
こ
と
を

実
感
す
る
と
と
も
に
確
信
し
た
。

・
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

　
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が

　
「
燃
や
す
ご
み
」
の
削
減
に
は
欠

　
か
せ
な
い
こ
と
。

・
職
員
が
仕
事
場
と
す
る
各
「
ご
み

　
の
集
積
場
所
」
で
の
啓
発
活
動
が
、

　
市
民
に
分
別
協
力
を
お
願
い
す

　
る
一
番
タ
イ
ム
リ
ー
な
場
所
で

　
あ
る
こ
と
。

・
職
員
が
汗
を
流
し
、
少
し
で
も

　
地
域
に
近
づ
い
て
行
動
す
る
こ

　
と
が
、
行
政
と
市
民
と
の
距
離

　
を
縮
め
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ

　
と
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
道
な
啓
発
活

動
の
繰
返
し
が
着
実
に
燃
や
す
ご

み
を
削
減
し
、
地
球
環
境
保
全
に

も
貢
献
す
る
こ
と
を
信
じ
、
収
集

事
務
所
全
職
員
で
引
き
続
き
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
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